
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 1 （回答者数）
1

～ 令和７年２　月　28日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、話し合う機会を設けて、研修等でスキルアップをお

こなつて行きます。

2

本人支援、家族支援、５領域の視点から具体的な支援計画の

作成に取り組んでいきます

3

今後も全職員でコミュニケーションを図り、情報の共有を

行って行きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日中部会への参加でいろんなことを提案していき、改善に取

り組んでいきたい。

2

保護者間の交流が出来るように、体制つy栗を整えていきたい

と、考えています。

3

基幹相談支援センター等公共団体への会合への参加、助言を

求めて行きたい。

・職員の人員を充実させています。・朝礼や会議等で話し合う

機会をしっかりと作る事で、職員間のコミュニケーションを図

りやすくし、同じ方向性を持って、療育できるように出来てい

ます。

・新人研修や毎月の会議を通じて、良い療育が出来るように話

し合い、共通理解で利用者様へに関わりを行うようにしていま

す。職員の知識と技術の向上のために、積極的に外部研修にも

参加しています。

利用者様のアセスメント、モニタリング等、しっかりと行い、

ご家族の思いをしっかりお伺いして、丁寧で具体的な個別支援

計画書の作成を行っています。

ご両親の思いや本人の思いを大切にして、色々な提案をしてい

き、納得できる、個別支援計画を作成しています

毎回のご利用時には、その日の様子や気になったことをお伝え

したり必要な情報をお伝え煮ています。随時、話し合う機会を

ム置けています。

全職員で話し合った内容を共有するようにしています。日頃か

らコミュニケーションを大切にしています。

第三者委員会等外部との基幹をうんりに取り入れる事が出来て

いない

外部機関とのつながりを、どのようにしていくのか体制作りが

難しい

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流があまり出来ていない。 近隣の他事業所への挨拶は個なっているが、そこから連携につ

ながるケースは、少ない

保護者会等の開催、ペアトレーニング等の研修会があまり出来

ていない

なかなか皆様のご都合がつきにくく、なかなか開催出来ていま

せん。

令和７年　２月１　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 デイサービス　にこにこ庵

○保護者評価実施期間
令和７年２　月１　日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


